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佐 賀
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と う ぶ

３ 期
き

地 区
ち く

農山漁村地域整備交付金

（水利施設等整備事業　基幹水利施設保全型）



第１章 目      的

第２章 地域の所在地及び現況

（地      域）

（地      積）

現況地目

市町村名

（施設の状況、対策工事の必要性）

地　区　名 地                  域

佐賀東部3期
佐賀県

さがけん

 佐賀市
さがし

、神埼市
かんざきし

、吉野ヶ里町
よしのがりちょう

、上峰町
かみみねちょう

、みやき町
ちょう

福岡
ふくおか

県
けん

 久留米市
くるめし

、大川市
おおかわし

その他
(ha)

山林・原
野
(ha)

田
(ha)

5,553.05,553.0

2,774.0

750.0

1,546.0
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備  考
畑
(ha)

道・水路
(ha)

計
(ha)

合　計

750.0

佐賀市 1,546.0

神埼市 2,774.0

上峰町 23.0 23.0

吉野ヶ里町

みやき町 168.0 168.0

久留米市 76.0 76.0

216.0

　本地区は、佐賀県の東部に位置する2市3町及び福岡県2市に跨る広域な地域であり、筑後川・城原川・

田手川の扇状地と河口部の沖積平野により構成される水田地帯である。南部は筑後川の淡水を水源とす

る低平な淡水地域と、北部は河川及びため池等を水源とする山麓の非淡水地域である。

昭和52年度から県営かんがい排水事業により、現在までに用水を確保し、既存の用排水路を整理統合し

ながら用排水の合理化を図ってきた。また、用水確保と併せた圃場整備の実施により地域は担い手を主体

とした効率的な水田農業が展開されている。

しかし、安定した農業用水を確保する基幹的なゲート設備やパイプラインは、事業開始から35年以上が経

過し、施設の老朽化が著しく維持管理費の負担増や農業用水の安定確保に支障を来しており、施設の整

備補修が必要な状況にある。

令和6年度に機能診断調査が実施され、当該施設は劣化対策が必要との健全度評価が示されている。ま

た、機能診断調査・評価を基に策定された機能保全計画では、早急な保全対策が施設の長寿命化及び機

能保全コストの低減に寄与するものとなっている。

また、施設の老朽化により用排水機能が低下し、農作物の生産に支障をきたす恐れがあることから、受益

者からは早急な対策を求められており、効率的で安定した地域水田農業の持続的な発展には本事業の実

施が必要である。

　本地区は、昭和52年度から県営かんがい排水事業により現在までに用水を確保し、用排水の合理化を

図ってきた。しかしながら、事業開始から35年以上が経過し施設の老朽化が著しく用水の安定供給に支障

が生じつつある。

　令和6年度に策定した機能保全計画を基に、パイプライン・開水路や揚水機場等の補修や更新を行うこと

で、施設の長寿命化やライフサイクルコストの低減を図り、安定的な農業経営を確保したい。

大川市 216.0



第３章 施設整備計画

（工事要領）

水管橋の補修（現場塗装）

制水弁の更新

空気弁の更新

流量計の更新

扉体(転倒ゲート)の補修（現場塗装）

開閉装置の補修・更新

水位監視装置の補修・更新

機械設備　圧力タンクの補修・附帯設備の更新

電機設備　高圧受変電設備の補修

建築物　外壁・軒包みの補修

第４章 費用の概算

第５章 効      用

作物生産効果

営農経費節減効果

維持管理節減効果

災害防止効果

地域用水効果

国産農産物安定供給効果

（参考）

　総便益（現在価値化） ＝ ※評価期間内で発生する効果額

　総費用（現在価値化）＝ 当該事業 ＋ 関連事業費 ＝ ※評価期間内に必要な整備費

　評価期間　（当該事業の工事期間＋40年） ＝ 45 年 5 年

第６章 他の事業との関係

　該当なし

第７章 計画概要図

　別添位置図及び一般計画平面図参照

N＝ 4箇所

N＝ 3箇所

N＝ 2箇所

N＝25箇所

N＝ 1箇所

N＝21箇所
ゲート設備

東脊振揚水機場

N＝13箇所

N＝ 1式

N＝ 1式

N＝ 1式

188,574

3,093,201

年総効果（便
益）額 (千円）

設備区分

計

合　計

 区      分

280,000

5,000

285,000

地                  域

千円

千円

うち、工事期間＝

148,892,888

126,483,248

千円

千円

1,463,876

4,824,709 令和7年度単価

千円3,000工事雑費

年増加農業
所得額（千円）

事務費

3,102,632

費用

千円

千円

606,630

△ 328,278

1,463,876

管水路

水管理施設

計 7,185,956

純工事費

測量試験費

267,000

10,000

項       目

2,152,522 267,632

千円

備　　考

区分
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